
骨
粗
　
症
と
見
誤
り
や
す
い
疾
患
－
骨
減
少
の
機
序
と
治
療

副
甲
状
腺
機
能
充
進
症

　
　
（
原
発
性
・
続
発
性
）

重
　
松

隆

特集・骨の病気

　
は
じ
め
に

　
骨
量
が
減
少
し
骨
粗
籟
症
と
鑑
別
を
要
す
る
疾
患
の
代

表
的
な
も
の
の
一
つ
に
副
甲
状
腺
機
能
充
進
症
（
原
発
性
・

続
発
性
）
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
疾
患
の
成
り
立
ち
と
診
断
、
治
療
法

の
違
い
を
原
発
性
と
続
発
性
に
分
け
記
述
す
る
。

　
副
甲
状
腺
機
能
方
進
症
と
は
？

　
こ
の
疾
患
は
原
発
性
・
続
発
性
の
ど
ち
ら
も
、
副
甲
状

腺
ホ
ル
モ
ン
（
葛
轟
浮
胃
○
こ
げ
9
巨
○
器
日
以
下
P
T
H
）

の
作
用
過
剰
の
病
気
で
、
基
本
的
に
は
副
甲
状
腺
に
お
け

る
P
T
H
の
合
成
お
よ
び
分
泌
の
過
剰
を
呈
す
る
疾
患
で

あ
る
。
P
T
H
は
強
力
な
骨
代
謝
回
転
を
早
め
る
ア
ク
セ

ル
因
子
で
あ
り
、
副
甲
状
腺
機
能
充
進
症
は
骨
に
お
い
て

骨
吸
収
と
骨
形
成
と
が
共
に
充
進
す
る
典
型
的
高
代
謝
回

転
骨
病
変
の
線
維
性
骨
炎
を
き
た
す
。
骨
量
の
増
え
る
骨

形
成
と
骨
量
の
減
る
骨
吸
収
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
れ

ば
骨
量
は
減
ら
な
い
が
、
副
甲
状
腺
機
能
充
進
症
で
は
激

し
く
⊥
几
進
し
た
骨
吸
収
に
骨
形
成
は
追
い
つ
か
ず
、
骨
形

成
の
場
の
線
維
組
織
が
石
灰
化
せ
ず
に
残
さ
れ
骨
量
が
減

る
状
況
と
な
る
。
こ
れ
が
線
維
性
骨
炎
で
あ
り
、
こ
う
し

た
骨
を
≦
○
＜
窪
げ
○
器
と
呼
ぶ
。

　
骨
は
ス
ポ
ン
ジ
様
の
海
綿
骨
と
外
殻
の
皮
質
骨
か
ら
な

る
。
骨
粗
懸
症
で
は
海
綿
骨
が
主
で
骨
量
減
少
す
る
の
に
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対
し
、
副
甲
状
腺
機
能
充
進
症
で
は
皮
質
骨
骨
量
が
大
き

く
減
少
す
る
の
で
、
骨
量
減
少
度
は
よ
り
大
き
い
。
こ
の

た
め
副
甲
状
腺
機
能
方
進
症
の
診
断
に
は
P
T
H
の
持
続

的
な
高
値
と
、
皮
質
骨
骨
量
減
少
を
認
め
れ
ば
確
定
診
断

で
き
る
。
P
T
H
の
測
定
法
で
は
、
筆
者
ら
は
高
感
度
P

T
H
（
P
T
H
ヤ
マ
サ
キ
ッ
ト
で
測
定
、
以
下
H
S
I
P

T
H
）
と
ぎ
＄
9
6
℃
↓
瞑
（
巴
げ
瞬
O
営
σ
9
－
℃
↓
国
キ
ツ

ト
で
測
定
）
の
測
定
を
薦
め
た
い
。

　
骨
量
減
少
は
骨
塩
量
減
少
と
し
て
測
定
さ
れ
る
が
、
測

定
部
位
は
骨
粗
籟
症
に
お
け
る
海
綿
骨
中
心
の
腰
椎
や
大

腿
骨
頸
部
・
踵
骨
で
な
く
、
皮
質
骨
主
体
の
頭
蓋
骨
や
指

節
骨
・
榛
骨
や
脛
骨
お
よ
び
大
腿
骨
骨
幹
部
な
ど
を
見
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
単
純
骨
X
線
写
真
が
簡
便
か
つ

診
断
能
も
高
く
薦
め
ら
れ
る
。
代
表
的
な
骨
X
線
像
と
し

て
、
頭
蓋
骨
の
ご
ま
塩
像
（
ω
巴
貫
＆
冨
薯
R
像
）
や
指

節
骨
の
骨
膜
下
吸
収
像
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
P
T
H
高
値
と
骨
X
線
像
が
あ
れ
ば
、
副
甲
状

腺
機
能
充
進
症
に
よ
る
線
維
性
骨
炎
と
診
断
し
て
よ
い
。

こ
れ
に
最
近
進
歩
し
て
き
た
骨
代
謝
マ
ー
カ
ー
も
参
考
に

な
る
が
、

要
す
る
。

健
康
保
険
上
の
適
応
は
限
ら
れ
て
お
り
注
意
を

　
原
発
性
と
続
発
性
で
は
ど
こ
が
違
う
か
？

　
原
発
性
副
甲
状
腺
機
能
充
進
症
（
震
首
餌
曙
冨
冨
∈
費
－

象
ξ
8
一
＆
ω
巳
”
以
下
10
－
H
P
T
）
は
副
甲
状
腺
に
過
形

成
や
腺
腫
（
良
性
腫
瘍
）
、
稀
に
癌
な
ど
の
腫
瘍
が
発
生

し
、
P
T
H
を
過
剰
合
成
分
泌
す
る
疾
患
で
、
最
近
で
は

原
因
遺
伝
子
の
異
常
も
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
い
る
。
P

T
H
の
標
的
臓
器
の
骨
に
P
T
H
作
用
過
剰
で
線
維
性
骨

炎
が
起
き
、
他
の
標
的
臓
器
の
腎
臓
で
は
P
T
H
作
用
過

剰
で
尿
中
リ
ン
排
泄
促
進
と
一
b
㎝
ー
ジ
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ビ
タ

ミ
ン
D
（
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
D
）
の
合
成
が
促
進
さ
れ
る
。

こ
の
結
果
、
高
カ
ル
シ
ウ
ム
（
8
一
〇
ご
ヨ
“
以
下
鉱
）
血
症
・

高
鉱
尿
症
と
低
リ
ン
血
症
が
起
こ
り
、
骨
強
度
の
半
分
以

上
を
支
え
る
皮
質
骨
骨
量
が
極
め
て
低
下
し
、
骨
折
の
危

険
性
は
飛
躍
的
に
増
大
す
る
。
症
状
は
高
飴
血
症
と
低
リ

ン
血
症
の
症
状
の
、
イ
ラ
イ
ラ
感
・
口
渇
・
多
尿
・
脱
力

な
ど
に
加
え
、
骨
吸
収
の
結
果
の
骨
痛
が
起
き
る
こ
と
が
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①二次性副甲状腺機能尤進症の発症機序

蘂翼図》徽識饗

血清リン濃度秦 血中1，25（OH）2D3Ψ

？？

PTHに対する骨抵抗性 血清Ca膿度Ψ ビタミンD受容体数Ψ

？
穣獺の饗戴懸懸泌総 ビタミンD受容体機能Ψ

？

？？

Caセンサーの数or機能Ψ

あ
る
が
、
軽
症
の
場
合
に
は
、
多
く
は
無
症
状
で

前
述
の
検
査
に
て
発
見
診
断
さ
れ
る
場
合
も
多
い
。

　
続
発
性
（
二
次
性
）
副
甲
状
腺
機
能
充
進
症

（
ω
Φ
8
p
魯
蔓
ξ
需
∈
貰
象
ξ
8
菖
ω
ヨ
”
以
下

の

2
－
H
P
T
）
は
、
病
気
の
座
は
副
甲
状
腺
で
な

く
多
く
は
腎
臓
に
有
り
、
結
果
と
し
て
副
甲
状
腺

機
能
が
充
進
し
副
甲
状
腺
が
過
形
成
と
な
る
疾
患

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
。
慢
性
腎
不
全
に
よ
る
も
の
が
2
－
H
P

T
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
腎
機
能
の
廃
絶
し
た
透

析
患
者
に
み
ら
れ
る
透
析
骨
症
と
同
義
に
用
い
ら

れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
発
症
機
序
は
複
雑
で
あ

る
が
、
図
①
に
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
。

　
腎
不
全
患
者
の
骨
病
変
は
腎
性
骨
異
栄
養
症
と

　
　
　
　
　

呼
ば
れ
、
2
－
H
P
T
は
主
要
原
因
の
一
つ
で
、

の

ー
I
H
P
T
と
同
じ
よ
う
に
線
維
性
骨
炎
を
惹
起

す
る
。
P
T
H
の
標
的
臓
器
で
あ
る
腎
臓
機
能
は

低
下
な
い
し
廃
絶
し
て
い
る
た
め
、
尿
中
リ
ン
排

泄
は
低
下
し
、
一
b
㎝
i
ジ
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ビ
タ
ミ
ン

D
合
成
も
極
め
て
低
値
で
、
高
リ
ン
血
症
と
低
鉱

（339）
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②原発性副甲状腺機能尤進症と二次性副甲状腺機能方進症の違い

二次性原発性
腎機能　　　　　正常　　　　　　　　　　　　　腎不全・廃絶の維持透析症例

症状　　　　　　尿路結石が多い　　　　　　　　線維性骨炎がメイン

　　　　　　　　イライラ感・口渇・多尿・脱力骨痛・癌痒感、イライラ感・高血圧

血清Ca濃度　　　当初は正常　　　　　　　　　当初は低Ca血症

　　　　　　　　高Ca尿症が先行　　　　　　　PTX対象症例では高Ca血症

血清リン濃度　　低リン血症　　　　　　　　　　高リン血症

血清PTH濃度　　正常上限からやや高値　　　　　異常高値

　　　　　　　　HS－PTHがもっともお勧め　　intact－PTHがよく使われる

血清1，25　　　　正常上限からやや高値　　　　　多くは測定感度以下

　（OH）D濃度　　　　　　　　　　　　　　　　ビタミンD服用者でも低値

保存療法　　　　水分摂取　　　　　　　　　　血清Ca・リン値の正常化

　　　　　　　　試験的にbisphosphonate　　Ca剤の投与
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活性型ビタミンD投与

PTXの適応主因　高Ca尿症、尿路結石　　　　　線維性骨炎の進展

　　　　　　　　高Ca尿症、腎障害の出現　　　保存療法に抵抗性

　　　　　　　　異常高Ca血症、癌の疑い　　　尿毒素としてのPTHの除去が必要

PTX後の管理　　活性型ビタミンD投与　　　　原則としてCa剤投与

　　　　　　　　Ca剤は用いない　　　　　　　ときに活性型ビタミンD投与

PTX術後の変化　血清リン値の上昇が指標　　　血清Ca値の低下が指標

　　　　　　　　血清Caの低下は強くない　　　血清リン値も低下する

血
症
を
き
た
す
。
し
か
し
維
持
透
析
患

者
で
卯
I
H
P
T
の
高
度
例
で
は
、
副

甲
状
腺
過
形
成
が
自
立
性
を
持
ち
腺
腫

の
よ
う
に
P
T
H
を
合
成
分
泌
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
骨
吸
収
が
著
し
く
高
度

の
高
リ
ン
血
症
と
骨
か
ら
の
儲
遊
離
に

よ
る
高
鉱
血
症
を
呈
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
う
し
た
場
合
は
r
I
H
P
T
と
2
－

H
P
T
の
鑑
別
が
問
題
と
な
る
が
、
腎

機
能
障
害
の
有
無
や
一
b
q
ー
ジ
ヒ
ド
ロ

キ
シ
ビ
タ
ミ
ン
D
の
血
中
濃
度
が
低
値

の
こ
と
な
ど
で
鑑
別
が
で
き
る
。
こ
の

両
者
の
違
い
を
表
②
に
示
す
。

　
副
甲
状
腺
機
能
方
進
症
の
治
療
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
臨
床
症
状
を
呈
す
る
ー
I
H
P
T
で

は
、
診
断
が
確
定
し
た
ら
副
甲
状
腺
摘

出
術
（
B
轟
跨
胃
○
こ
9
8
ヨ
鷺
以
下

P
T
X
）
を
行
う
の
が
原
則
で
、
腺
腫
“
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1
腺
摘
出
、
過
形
成
“
3
腺
半
摘
出
、
癌
“
隣
接
組
織
を

含
み
全
腺
摘
出
＋
リ
ン
パ
節
郭
清
を
行
う
。
無
症
状
の
場

合
に
は
経
過
観
察
に
て
、
血
清
鉱
値
牌
正
常
＋
1
・
0

～
－
・
6
覧
6
が
3
0
％
以
上
低
下
・
辞
間
尿
中
需

　
　
　
　
　

4
0
0
鷺
．
骨
量
の
2
鋤
以
下
の
低
下
．
患
者
希
望
が

あ
る
場
合
に
P
T
X
を
行
う
と
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
で

は
無
症
状
で
あ
っ
て
も
P
－
H
P
T
と
確
診
さ
れ
れ
ば
、

腎
機
能
保
持
や
骨
量
保
護
・
骨
折
頻
度
減
少
の
考
え
方
か

ら
P
T
X
を
行
う
方
針
が
採
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
20
－
H
P
T
の
基
本
治
療
は
血
清
儲
と
リ
ン
濃
度
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
、
手
段
と
し
て
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
D
製
剤

や
鉱
製
剤
の
経
口
投
与
を
行
う
。
間
欠
的
に
活
性
型
ビ
タ

ミ
ン
D
剤
を
大
量
投
与
（
パ
ル
ス
療
法
）
で
P
T
H
を
抑

制
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
経
口
剤
に
加
え
近
々
活
性
型
ビ

タ
ミ
ン
D
剤
の
静
注
薬
も
上
市
の
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら

保
存
療
法
が
奏
功
せ
ず
高
P
T
H
血
症
が
持
続
し
、
臨
床

症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
P
T
X
を
行
う
。
術
式
は
副

甲
状
腺
全
摘
術
＋
一
部
自
家
移
植
術
が
原
則
で
あ
る
。
最

近
は
エ
コ
ー
透
視
下
に
腫
大
副
甲
状
腺
を
直
接
穿
刺
し
、

エ
タ
ノ
ー
ル
を
直
接
注
入
し
P
T
H
を
抑
制
す
る
、
P
E

I
T
（
需
ユ
O
旨
讐
Φ
2
ω
Φ
跨
9。
8
一
三
①
〇
二
8
跨
Φ
轟
ξ
）

と
い
う
治
療
法
も
確
立
し
行
わ
れ
て
い
る
。

　
お
わ
り
に

　
以
上
、
副
甲
状
腺
機
能
充
進
症
（
原
発
性
・
続
発
性
）

に
つ
い
て
記
述
し
た
。
こ
の
疾
患
は
骨
量
減
少
を
き
た
す

疾
患
の
中
で
は
骨
粗
籟
症
に
次
い
で
頻
度
が
多
い
。
本
稿

が
そ
の
診
断
と
治
療
、
ひ
い
て
は
骨
粗
霧
症
と
の
鑑
別
診

断
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
国
立
佐
倉
病
院
　
内
科
医
長
・
透
析
セ
ン
タ
ー
室
長
）

（341）
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